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一議議言語il

1996 年 10 月 中旬に， 鹿児島県大島郡知名町田皆 (沖永良部島) の夏植 え サ ト ウ キ ビ (1996 年 9 月 挿
苗) で， 甲虫類の成虫が地下部茎を食害 してい るのが認め られた。 台湾総督府糖業試験所特別報告第二

ルコガネと類似 しており， 竹村薫氏に同定を依頼 したと こ ろ ， ク ロ マ ルコ ガ ネ (Alissonotum ρωー
抑r) と確認された。

同年 11 月 に現地調査を行っ たと こ ろ ， 発生が確認された 2 圃場は， いずれ も 夏植え新植圃場であっ
た。 被害を受けた発芽茎は， 地下部の基部が食害されており， 地上部茎葉は萎凋ある いは枯死 し， 一部
では薦苗の節間部の食害 も 見 られた。 ま た， 同一圃場内ではサトウ キ ビが長 く あっ た場所で被害が大き
く ， 前作の影響が明 ら かであっ た。

本種は台湾， 中国， イ ン ド シ ナ半島， フ ィ リ ピンでの記録があり， 圏内での確認事例は， これま で鹿
児島県の宝島のみであ る 。 形態， 生態については， 台湾での報告に よ る と 以下のとおりであ る 。 成虫は
体長 12�18 mm で全体に淡黒色で光沢があり， 前胸背の上面には微細な点刻があ る 。 ま た， 麹鞘上に
は深 く 明 ら かな点刻を有す る 会合線の側線と強い点刻を有す る 8 条の縦線があ る 。 3 月 下旬�4 月 上旬
に羽化す る が， 羽化後はその ま ま 踊室内にとどま り， 羽化後の大雨の後に踊室を出て活動を開始す る 。
主に土中で生活 し， 寿命は平均 184 日と長い。 交尾時期は 7 月 以後で， 産卵は羽化後 150�160 日 ご ろ
か ら 開始 し， 9�10 月 ご ろ に最 も 多 く 産卵す る。 産卵数は平均 52 粒であ る。 卵は乳 白色で産下時は長 T
だ円形であ る が， し だ い に直径 2 . 5�3 mm の球形となる。 卵期聞は約 15 日。 ふ化直後の幼虫は体長 4

� 6�12 mm で， 産卵場所付近の腐植質の土壌を食す る が， 2 齢以降サ ト ウ キ ビ等の根などを食害す る。
� 3 齢 (体長 27�35 mm) を経過 した後， 2 月 中旬�3 月 下旬に根域付近で踊室 を作り踊化す る。 踊は体 f
h 長 17�22 mm. 淡黄褐色， 紡錘形で， 踊期間 は 15�20 日 であ る 。 幼虫 (2 齢期以降) . 成虫と も サ ト t 
: ゥ キ ビの根や地下部 を加害する た め， 新植園では不発芽の原因， ある いは発芽茎を衰弱， 枯死させ る 。
T 本種の寄主植物はサトウ キ ビの ほ かス ス キ やチガヤ等である。 ? 
h その後， 沖永良部島では被害 は確認されてい な い が， 発生が確認された知名 町では. 1凹99貯7 年 5 月 に
; ア オ ド ウ ガネ捕虫用の蛍光灯 ト ラ ツ プで， 本種成虫が捕獲 さ れており， 発生量は少ない も のの， 定着 し
? てい る も のと思わ れ る 。 今後， 奄美群島の他の島にお け る 分布な ら びに発生生態につ いて， 調査 してい
4 く 必要があ る 。
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